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◇アジア・バロメーター・コンファレンス（）
アジア・バロメーターの方法論をめぐる会議
が２００８年１月１１日（金）、中央大学研究開発機
構（後楽園キャンパス）において開催され
た。本学からは、アジア・バロメーター運営
委員の一人である真鍋一史教授が出席し、
「アジア・バロメーター調査における質問諸
項目の交差国家的な等価性の検討」と題する
研究報告を行った。
◇日本分類学会
日本分類学会第２４回研究報告会が、２００８年３
月２１日（金）、２２日（土）の両日、多摩大学品川
キャンパス・ルネッサンスセンターにおいて
開催された。本学からは真鍋一史教授が出席
し、International Sectionに お い て、“The
Structure of Japanese Religiosity： The
Methodological Advantages of Smallest Space
Analysis”と題する研究報告を行った。
◇国際社会調査プログラム（International Social
Survey Programme : ISSP）
国際社会調査プログラムの年次大会・研究会
が２００８年４月２６日（土）～４月３０日（水）の５日
間、米国シカゴ大学の National Opinion
Research Center（NORC）の主催で、Hilton
Garden Innにおいて開催された。本学から
は、真鍋一史教授が日本代表の一人として出
席し、Research Sessionにおいて、ドイツ・
ケルン大学のWolfgang Jagodzinski教授とと
もに、“Toward a Broader Concept of Roligiosity”
と題する研究報告を行なうとともに、総会に
おいて「社会的不平等」および「環境」に関
する調査票作成の議論に参加した。
また、大会後、シカゴ大学社会学部の Terry
Nicholas Clark教授を中心に、「Was Tocqueville
Wrong? Where and Why Does Civic
Participation Work?」というテーマで short
conferenceが開催された。真鍋教授は、Asia
Barometerの調査データを用いて、「アジア
における信頼の構造と政治参加」と題するプ
レゼンテーションを行い、議論を展開した。
なお、この国際学会報告に対しては、「関西
学院大学国際学会・会議報告者等助成金」が
交付された。
◇アジア・バロメーター・コンファレンス（）
アジア・バロメーター調査の一環として、
２００８年度は日本において「健康と信頼」を
テーマとする全国調査が実施され、この調査
データの多角的な分析をめざす国際会議が、
２００８年５月２２日（木）、中央大学研究開発機構
（後楽園キャンパス）において開催された。
本学からは真鍋一史教授が出席し、“The
Structure of Well-being and Trust : From a
Comparative Perspective”と題する研究報告
を行った。
◇日本評価学会
日本評価学会春季第５回全国大会が、２００８年
６月８日（日）、東京工業大学（大岡山キャン
パス）において開催された。本学からは、真
鍋一史教授が出席し、「共通論題セッション」
において、討論に参加した。
